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報

(
昭
和
三
十
九
年
九
月
よ
-
昭
和
四
十
年
八
月
ま
で
)

〇
三
月
二
十
日
　
昭
和
三
十
九
年
度
卒
業

式
挙
行
｡
野
村
妙
子
ほ
か
五
十
六
名
が

卒
業
'
翌
二
十
7
日
新
阪
急
ホ
テ
ル
で

･
謝
恩
会
が
催
さ
れ
た
｡

○
秋
の
文
学
散
歩
｡
十
月
十
六
日
'
二
回

生
が
原
田
教
授
･
吉
田
助
手
と
共
に
鞍

馬
方
面
へ
行
っ
た
｡

講
演
　
源
氏
物
語
の
女
君

久
保
　
重
教
授

〇
十
二
月
十
日
　
四
回
昼
卒
業
論
文
を
提

出
｡

〇
四
月
二
十
二
日
　
歓
迎
会
｡
国
文
科
に

新
し
-
入
っ
た
二
回
鐘
六
十
三
名
の
歓

迎
会
を
作
法
室
で
行
な
っ
た
｡

〇
十
一
月
1
日
　
『
樟
蔭
国
文
学
』
第
二

号
発
行
｡

○
文
化
祭
.
十
1
月
五
日
こ
ハ
日
･
七
日

の
三
日
間
｡
国
文
科
三
回
鐘
･
二
回
生

が
演
劇
｢
佐
渡
狐
｣
を
上
演
｡

〇
一
月
二
十
一
日
　
卒
業
論
文
発
表
会
｡

四
回
壁
は
例
年
通
-
p
卒
業
論
文
に
つ

い
て
テ
ー
マ
の
撰
択
理
由
'
内
容
概

略
､
感
想
等
を
発
表
｡

○
春
の
文
学
散
歩
｡
五
月
十
五
日
　
二
回

生
が
葵
祭
を
見
学
｡

五
月
二
十
七
日
　
三
回
鐘
が
三
輪
方

面
へ
万
葉
探
索
｡
原
田
教
授
･
安
田
講

師
･
野
村
助
手
参
加
｡

〇
十
1
月
二
十
1
日
　
第
四
回
国
文
学
会

総
会講

演
　
文
学
と
私
　
安
田
章
昼
教
授

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

源
氏
物
語
の
女
性
　
在
学
鐘

〇
二
月
四
日
　
予
餓
会
'
第
五
教
室
に
お

い
て
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
行
な

わ
れ
た
｡

○
修
学
院
離
宮
拝
観
｡
一
月
末
か
ら
二
月

に
か
け
て
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
拝
観
｡

○
教
育
実
習
｡
六
月
十
日
よ
-
二
十
三
日

ま
で
の
二
週
間
'
四
回
生
六
十
名
の
う

ち
教
職
過
程
を
修
め
る
五
十
一
名
が
樟

蔭
高
校
･
中
学
に
分
か
れ
て
実
習
を
行

な
っ
た
｡

〇
六
月
十
八
日
　
第
七
回
国
文
学
会
評
議

員
会
｡
秋
の
総
会
及
び
会
報
の
こ
と
に

つ
き
協
議
を
行
な
っ
た
｡

Osaka Shoin Women's University Repository



-　75　-

文

学

散

歩

葵

　

　

祭

五
月
十
五
日
'
降
-
続
い
た
雨
も
あ
が

り
､
す
が
す
が
し
い
五
月
の
風
と
太
場
を

浴
び
て
'
街
路
樹
の
若
葉
が
小
躍
-
し
て

い
る
｡
今
日
は
葵
祭
-
だ
｡
ち
よ
う
ど
御

西
下
に
な
っ
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
覧

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
'
私
た
ち
は
喜
び

に
胸
を
と
き
め
か
し
っ
つ
行
列
を
待
っ

た
｡

何
千
と
い
う
視
線
を
一
身
に
受
け
'
恥

ず
か
し
げ
に
顔
を
伏
せ
て
歩
い
て
来
る
先

頭
の
馬
｡
飾
-
た
て
ら
れ
た
車
や
馬
｡
葵

の
葉
を
つ
け
た
お
供
の
人
な
ど
を
見
て
い

る
と
､
沿
道
の
見
物
人
ま
で
が
平
安
朝
の

風
俗
に
見
え
る
よ
う
だ
っ
た
｡
雅
楽
の
音

の
流
れ
る
車
の
後
か
ら
は
､
十
二
単
衣
を

身
に
纏
っ
た
姫
君
を
乗
せ
た
牛
車
が
'
わ

だ
ち
を
き
し
ま
せ
な
が
ら
美
し
い
余
韻
を

残
し
っ
つ
'
烏
丸
丸
太
町
の
交
叉
点
を
'

二
条
通
へ
と
消
え
て
い
っ
た
｡

中
学
･
高
校
･
大
学
と
古
文
の
時
間
に

何
度
も
出
た
葵
祭
を
見
､
講
義
で
聞
い
た

宋
雀
通
-
や
羅
鐘
門
を
想
い
つ
つ
今
日
こ

う
し
て
京
の
街
に
屠
る
事
は
こ
の
上
も
な

く
楽
し
く
､
私
た
ち
は
す
つ
か
-
満
足
し

た
｡
そ
の
昂
膏
を
か
つ
て
〃
哲
学
の
小

径
〟
と
称
さ
れ
て
い
る
疏
水
端
を
歩
き
'

銀
閣
寺
ま
で
足
を
の
ば
し
た
｡
思
う
存
分

見
て
歩
い
た
後
､
帰
途
に
つ
い
た
時
は
も

う
五
時
を
過
ぎ
て
い
た
｡
疲
れ
た
電
車
の

中
で
葵
祭
-
の
広
告
ビ
ラ
が
揺
れ
て
い

た

｡

　

　

　

　

　

(

二

回

生

　

撤

恭

子

)

三
輪
方
面

五
月
二
十
七
日
､
前
田
の
暴
風
雨
と
は

う
つ
て
変
っ
た
上
天
気
に
､
私
た
ち
は
三

輪
方
面
へ
万
葉
遺
跡
探
訪
に
出
か
け
た
｡

明
け
方
ま
で
降
-
続
い
た
雨
で
出
足
が
鈍

っ
た
の
か
'
十
時
半
ま
で
待
っ
て
安
田
育

風
'
原
田
両
先
生
と
総
勢
七
人
と
い
う
家

族
的
編
成
で
出
発
し
た
｡
電
車
を
下
-
た

頃
に
は
､
裏
夏
の
よ
う
な
太
陽
に
'
湿
度

が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
て
ま
る
で
む
し
風
呂

さ
な
が
ら
に
汗
び
っ
し
ょ
り
､
｢
こ
ん
な

中
を
ど
う
し
て
文
学
散
歩
な
ど
-
-
｣

と
'
内
心
後
悔
し
な
が
ら
仕
方
な
-
つ
い

て
行
っ
た
｡

し
か
し
瑞
々
し
い
大
木
に
蔽
わ
れ
た
閑

か
な
た
た
ず
ま
い
の
三
輪
神
社
に
到
着
す

る
と
'
｢
や
は
-
来
て
よ
か
っ
た
わ
｣
と

一
同
喜
ん
だ
｡
安
田
先
鐘
は
宮
司
さ
ん
と

は
御
懇
意
で
あ
っ
た
の
で
､
私
た
ち
ま
で

と
て
も
親
切
な
御
も
て
な
し
を
い
た
だ

き
'
い
ろ
い
ろ
三
輪
神
社
の
こ
と
､
こ
の

辺
の
史
跡
な
ど
-
わ
し
-
説
明
し
て
下
さ

っ
た
｡
そ
の
上
ゆ
つ
-
-
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
都
塵
を
清
め
て
す
が
す
が
し
い
心
持

ち
に
な
っ
た
｡

三
輪
山
の
藤
の
う
ね
う
ね
と
続
-
｢
山

の
辺
の
道
｣
を
歩
い
て
万
葉
の
気
分
を
満

喫
し
た
｡
額
田
王
の
よ
ん
だ
奈
良
山
を
遥

か
に
､
大
和
平
野
の
眺
望
は
美
し
か
っ

た
｡
桧
原
神
社
虻
や
笠
縫
邑
跡
な
ど
見
て

所
々
カ
メ
ラ
に
収
め
た
｡
そ
こ
か
ら
引
返

し
帰
途
に
つ
い
た
｡
又
い
つ
か
の
機
会
に
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こ
の
山
の
辺
の
道
を
端
か
ら
端
ま
で
全
部

歩
い
て
み
た
い
と
思
い
つ
つ
､
楽
し
か
つ

た
有
意
義
な
一
日
を
感
謝
し
っ
つ
三
輪
を

後
に
し
た
｡
　
(
三
回
塗
　
山
田
伸
枝
)

昭
和
四
十
年
度
講
義
題
目

国
文
学
概
論

国
文
学
史
概
説

国
文
学
研
究

和
歌
史
論

俳

　

　

謁

西

　

　

鶴

近
代
短
歌

古
典
と
近
代
作
家

国
文
学
講
読

万
葉
集

伊
勢
物
語

字
津
保
物
語

東
氏
物
語
少
女
巻

新
古
今
集

浄
瑠
璃

安
田
　
草
生
教
授

原
田
　
芳
起
教
授

安
田
　
草
生
教
授

木
村
三
四
吾
講
師

木
村
三
四
吾
講
師

安
田
喜
一
郎
講
師

長
野
　
嘗
1
講
師

た
け
-
ら
べ

に
ご
り
え

国
文
学
演
習

源
氏
物
語
若
紫
巻

源
氏
物
語
橋
姫
巻

枕
草
子

山
家
集

近
代
詩

国
語
学
史
概
説

国
語
法
概
論

国
語
表
現
論

詰
し
こ
と
ば

国
語
教
育

漢
文
学
及
び
漢
文
学
史

山
根
　
賢
言
講
師

竹
内
美
千
代
教
授

原
田
　
芳
起
教
授

原
田
　
芳
起
教
授

安
田
　
章
鐘
教
授

安
田
　
草
生
教
授

鈴
木
　
7
男
講
師

島
田
　
勇
雄
講
師

竹
内
英
千
代
教
授

泉
田

鈴
木

行
夫
講
師

1
男
講
師

昭
和
三
十
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

森
鴎
外
｢
舞
姫
｣
に
つ
い
て

赤
松
　
玲
子

｢
明
暗
｣
に
お
け
る
小
林
と
激
石

秋
山
　
晴
子

石

川

啄

木

研

究

　

　

　

　

浅

野

　

和

子

藤
村
処
女
作
品
『
若
菜
集
』
出
版
ま
で

安
田
喜
一
郎
講
師

竹
内
男
千
代
教
授

原
田
　
芳
起
教
授

久
保
　
　
重
教
授

西
畑
　
　
実
講
師

横
山
　
　
正
講
師

書
道

文
学
概
論

言
語
学
概
論

美
術
史

欧
文
学
史

日
本
史

有
職
故
実

今
井

炭
山

黒
田

蛭
沼

今
井

黒
田

今
井

大
丸

啓
一
教
授

南
木
教
授

正
利
講
師

寿
雄
講
師

啓
1
教
授

正
利
講
師

啓
一
教
授

弘
講
師

和
泉
式
部

立
原
道
道
諭

｢
雪
国
｣
の
研
究

和
泉
方
言

志
賀
宙
哉
論

菊
池
寛
の
研
究

額
田
王
二
首
の
考
察

芥
川
龍
之
介
論

源
氏
物
語

井
上
紀
代
子

井
上
六
律
子

井
植

伊
藤

池
添

池
田

池
田

出
田

岩
本

1=. -･3

滴
美I:･.･･=

昌
子

陽
子

珪
子

(
･
.
:
.
I
 
-
･
]
卜

上
田
　
裕
子

申
河
与
一
と
｢
天
の
夕
顔
｣
植
田
百
合
子

高
村
光
太
郎
と
道
程
　
　
浦
久
保
一
子

石
川
啄
木
研
究
～
啄
木
の
小
説
一
考
察
-

大
西
　
勝
子
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方
丈
記
研
究

宮
沢
賢
治
の
童
話

竹
取
物
語
研
究

自
然
主
義
文
学

岡
下

桶
谷

相
木

川
田

森
鴎
外
研
究
｢
高
瀬
丹
｣
を
中
心
に

川
原
　
昌
子

樋

口

一

葉

　

　

　

　

　

　

　

河

帝

　

孝

子

石

川

啄

木

論

　

　

　

　

　

木

梨

　

敬

子

近
松
門
左
衛
門
論
　
　
　
　
木
村
　
浩
子

島
崎
藤
村
研
究
　
　
　
　
北
折
美
代
子

夏
目
激
石
｢
行
人
｣
研
究
　
久
保
智
恵
子

夏
目
澱
石
の
研
究
'
作
品
論
｢
こ
ゝ
ろ
｣

小
池
　
映
子

夏
目
激
石
研
究

兼
好
法
師
論

源
氏
物
語
の
研
究

樋
口
一
葉
研
究

激
石
論

小
杉
　
八
重

小
谷
　
妙
子

佐
藤
　
美
栄

阪
口
　
隆
男

椎
葉
ア
ヤ
ノ

西
鶴
の
好
色
物
に
つ
い
て
の
研
究

白
神
　
素
子

志

賀

直

哉

論

　

　

　

　

　

　

白

木

　

正

子

｢
近
松
門
左
衛
門
｣
そ
の
描
-
遊
女
に
つ

い

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

杉

原

　

慶

子

有

島

武

郎

論

　

　

　

　

　

　

谷

　

　

幸

子

森
鴎
外
の
歴
史
小
説
研
究
　
玉
置
　
温
子

和
泉
式
部
研
究
　
　
　
　
　
辻
本
　
赫
子

風
土
記
研
究
-
豊
後
風
土
記
と
六
郷
満

山

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

土

谷

　

千

代

花
伝
書
の
考
察
､
世
阿
弥
の
芸
術
論

冒
田
　
節
子

島

崎

藤

村

論

　

　

　

　

　

　

中

井

　

敦

子

西
鶴
､
作
品
の
推
移
　
　
　
中
平
　
雅
子

夏
目
淑
石
　
三
部
作
の
展
開
と
そ
の
関
連

長
岡
加
津
子

西
行
の
研
究

平
家
物
語
研
究

わ
び
の
精
神

菊
池
寛
論

野
村
　
妙
子

橋
本
　
法
子

林
　
　
泰
恵

松
本
佐
智
子

島
崎
藤
村
　
五
つ
の
長
篇
小
説美

田
　
佳
子

小
説
神
髄
研
究
　
　
　
　
水
上
き
ぬ
子

堤
中
納
言
物
語
に
表
わ
れ
た
心
理
的
描
写

へ

の

一

考

察

　

　

　

　

　

　

村

上

　

明

子

近
松
門
左
衛
門
　
　
　
　
　
村
上
　
晴
子

夜

半

の

寝

覚

　

　

　

　

　

　

森

井

　

令

子

在

原

業

平

研

究

　

　

　

　

　

山

口

　

　

郁

有
島
文
学
に
お
け
る
自
我
追
求
の
悲
劇

山
村
　
淑
美

｢
今
昔
物
語
｣
世
俗
の
都
の
世
界

大
和
三
山
の
文
学

錦
　
ト
ミ
子

佐
藤
春
夫
論

…

…

…

≡

-

≡

-

-

受

　

贈

図
　
書
∧
昭
和
三
十
九
年
十
月
～
同
四
十
年
九
月
>

｣≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡【

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
一
三

跡
見
学
園
国
語
科
餅
究
会

香
椎
潟
　
第
一
〇
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

学
苑
　
三
九
年
7
0
月
　
二
月
　
四
〇

年
一
月
　
二
月
　
三
月
　
四
月
　
六
月

八
月
　
九
月

学
術
研
究
　
第
一
三
号

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
大
国
文
　
第
八
号

大
阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

金
城
国
文
　
第
二
巻
第
二
号
へ
第
三
号

金
城
学
院
大
学
国
文
学
会

高
知
女
子
大
国
文
　
創
刊
号

高
知
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
菖
一
三
～
六
'
九

高
知
大
学

甲
南
国
文
　
第
一
二
号

甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会

国
語
国
文
　
創
刊
号

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
一
五
㌧
　
1
六

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
会
誌
　
第
八
号

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
研
究
　
第
一
号

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
研
究
　
第
二
九
号
'
第
三
〇
号

北
海
道
大
学
国
文
学
会

国
語
国
文
学
報
告
　
第
1
八
集

愛
知
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
　
第
二
二
号
　
第
二
三
号

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
　
第
六
号

愛
知
大
学
国
文
学
研
究
会

国
文
学
　
第
三
七
号
　
第
三
八
号

関
西
大
学
国
文
学
会

国
文
学
漢
文
学
論
叢
　
第
1
0
輯

膚
京
教
育
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
　
第
三
〇
集
､
第
三
7
集

早
稲
田
大
学
国
文
学
会

国
文
学
琴
　
第
三
五
号
　
第
三
六
号

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
論
考
　
創
刊
号

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会

語
文
　
第
二
五
輯

大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室

語
文
　
第
二
〇
輯
　
第
二
1
輯

日
本
大
学
国
文
学
会

語
文
研
究
　
第
一
九
号
　
第
二
〇
号

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

試
論
　
第
九
･
一
〇
合
併
号

武
蔵
野
･
甲
南
文
学
会

実
践
文
学
　
第
二
三
号
､
第
二
四
号
'
第
二

五
号実

践
文
学
会

女
子
大
国
文
　
第
三
五
号
､
第
三
六
号
　
第

三
七
号
　
第
三
八
号

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会

人
文
学
報
　
第
四
五
号

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部

人
文
研
究
　
第
一
六
巻
第
三
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
会

人
文
論
究
　
第
二
五
号

北
海
道
学
芸
大
学
函
館
人
文
学
会

水
門
　
創
刊
号
　
二
号
　
三
号
　
四
号
　
五

早
水
門
の
会

成
城
文
芸
　
第
三
八
号
　
第
三
九
号

･
成
城
大
学
文
芸
学
部
研
究
室

全
国
国
語
国
文
学
会
春
期
大
会
展
示
目
録

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
庫

鶴
見
女
子
大
紀
要
　
第
二
号

鶴
見
女
子
大
学

帝
塚
山
短
期
大
学
紀
要
　
第
二
号

帝
塚
山
短
期
大
学

東
洋
文
学
研
究
　
第
二
号
　
第
一
二
号

第
一
三
号

早
稲
田
大
学
東
洋
文
学
会

都
大
論
究
　
第
四
号

都
立
大
学
国
語
国
文
学
会

日
本
歌
謡
研
究
　
第
二
号

日
本
歌
謡
学
会

日
本
文
学
　
第
一
三
号
　
第
一
四
号

立
教
大
学
日
本
文
学
会

日
本
文
学
研
究
　
第
四
号

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会

日
本
文
学
誌
要
　
第
二
号
　
第
一
二
号

法
政
大
学
国
文
学
会

日
本
文
芸
学
　
創
刊
号

関
西
大
学
日
本
文
芸
学
会

文
学
論
集
　
第
六
輯

佐
賀
大
学
文
理
学
部
国
語
国
文
学
会

文
学
論
藻
　
第
二
八
号
　
第
二
九
号
　
第
三

〇
号東

洋
大
学
国
語
国
文
学
会

文
体
論
研
究
　
四

日
本
文
体
論
協
会

文
芸
研
究
　
第
一
三
号
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明
治
大
学
文
芸
研
究
会

文
芸
と
思
想
　
第
二
七
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
国
文
学
会

平
安
親
交
学
研
究
　
第
二
巻
第
一
号

早
稲
田
大
学
国
文
学
会
平
安
朝
文
学
研
究
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法
政
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
一
〇
号

法
政
大
学
文
学
部

法
文
論
叢
　
第
1
六
号
　
第
一
七
号
　
第
一

八
号

熊
本
大
学
法
文
学
会

山
辺
道
　
第
二
号

天
理
大
学
国
文
学
研
究
室

樟

蔭

国

文

学

　

　

第

三

号

昭
和
四
十
年
十
一
月
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
日
発
行

立
命
館
文
学
一
九
六
四
年
7
号

三
号
　
五
号
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〇
号
　
1
　
1
号

立
命
館
大
学
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文
学
会

論
究
日
本
文
学
　
第
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号

立
命
館
大
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日
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一
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筆
者
紹
介

大
阪
樟
蔭
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子
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学
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集

者
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文
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会
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代
表
者
　
安
田
草
生
)

原
田
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起

竹
内
美
千
代

野
村
　
妙
子

木
村
喜
代
子

西
畑
　
　
芙

本
学
教
授
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学
教
授

本
学
助
手

(
網
棚
警
)

本
学
学
鐘
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学
講
師

大
阪
市
東
区
元
伊
勢
町
五
三
六

印
刷
所
　
共
進
社
印
刷
株
式
会
社

発
行
所

布
施
市
菱
屋
西
二
五
八

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

国

　

文

　

学

　

会
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